Windowsパソコンによるデジタル作曲入門

NVDAヘルプデスク　岡根鉄郎、野々垣美名子

１．はじめに
　Windowsのスクリーンリーダー環境で比較的使いやすいデジタル作曲ソフトは「QWS」です。今回は、QWSをNVDAを用いて作曲するやり方を紹介します。なお、QWSとNVDAのセットアップは既にできているものとして説明します。セットアップ手順についてはNVDAヘルプデスクサイト(http://nvda.help)をご覧ください。

２．環境
(1)パソコン Windows10 64ビットCPU 1.1GHz～2.4GHz  メモリ4GB
(2)MIDIキーボード YAMAHA CBX-K1XG
(3) 音源 Virtual MIDI Synth, SGM-V2.01.sf  ダウンロード
Virtual MIDI Synth
https://coolsoft.altervista.org/download/CoolSoft_VirtualMIDISynth_2.4.0.exe

SGM-V2.01.sf
http://download1460.mediafire.com/h35kuw5ohicg/zo8l3dgf2989266/SGM-V2.01.7z
(7-zipで解凍)

7-zip
https://www.7-zip.org

３．操作手順（課題曲　かえるのうた）

※以下、説明、メニュー項目名、操作の順に示します。
※文中「Alt」はAltキーを押して離す操作を示します。「右」「左」「上」「下」に続く数字は矢印キーを押す回数を示します。「エンター」はエンターキーを押す操作を示します。

1) スタートメニュー「すべてのアプリ」よりQWSを起動します。
2)メトロノームをオンにします。Alt、右7「MIDI」、下8(または F4)「メトロノーム」エンター。
3) テンポを変更します。Alt、右5「再生」、下8「初期時間とテンポエンター」
4) テンポを入力します。」80」を入れてエンター。
5) リードトラック(メロディー)を録音すむためトラックの挿入を行います。Alt、右6「トラック」、下1「挿入」エンター。
6) リードトラックの録音を始めます。Alt、右5「再生」、下1「録音」エンター。
(例)「ドーレーミーファーミーレードー　ミーファーソーラーソーファーミー　ド ド ド ド　ドドレレミミファファミーレードー」
7) 録音を停止します。スペースキー。
8) リードトラックに保存します。「はい」「いいえ」の選択肢が表示されます。タブキーで「はい」エンター。
9) 確認のため試聴します。再生・停止操作を行います。スペースキー。
10) リードトラックの音色を変更します。Alt、右6「トラック」、下3「初期プロパティ」エンター。
11) 「チャンネル」、タブ1回、数字入力 1、「プログラム」、タブ2回、数字入力 30、エンター。
12) 輪唱を録音するトラックを追加します。 Alt、右6「トラック」下1「挿入」エンター。
13) 2トラック目を録音します。Alt、右5「再生」、下1「録音」エンター。
　(例)2小節目が終わったら「ドーレーミーファーミーレードー　ミーファーソーラーソーファーミー　ド ド ド ド　ドドレレミミファファミーレードー」
14) 録音を停止します。スペースキー。
15) 2トラック目を保存します。「はい」「いいえ」の選択肢が表示されます。タブキーで「はい」エンター。
16) 再生してみましょう。再生・停止操作を行います。スペースキー。
17) 2トラック目の音色を変更します。Alt、右6「トラック」、下3「初期プロパティ」エンター。
18) 「チャンネル」、タブ1回、数字入力 2、「プログラム」、タブ2回、数字入力 50、エンター。
19) リズム用の3トラック目を挿入します。Alt、右6「トラック」下1「挿入」エンター。
20) 音色を変更します。Alt、右6「トラック」、下3「初期プロパティ」エンター。
21) 「チャンネル」、タブ1回、数字入力 10、エンター。
22) ドラムトラックを録音します。Alt、右5「再生」、下1「録音」エンター。
　(例)「ドンタドンタドンタタタ ドンタドンタドンタタタ ドンタドンタドンタドンタ ドンタドンタドンドンドン」
23) 録音を停止します。スペースキー。
24) 3トラック目を保存します。「はい」「いいえ」の選択肢が表示されます。タブキーで「はい」エンター。
25) 再生します。止める場合も同じです。再生・停止操作を行います。スペースキー。
26) トラックの保存だけではQWSを終了したら消えてしまいます。データをファイルに保存しましょう。Alt、「ファイル」、下4「名前を付けて保存」または、Alt、「ファイル」、下３「上書き保存」。
27) ファイル名を指定して保存します。
最初はソフトがインストールされているQWSフォルダに.midファイルが保存されるようになっています。
ミュージックなど、お好みのフォルダを選択してファイルを保存します。
(ファイル名の例) kaeru.mid
28). QWSを終了します。Alt、上２「終了」エンター。

４．次回QWSを起動して保存したファイルを開く場合

1)QWSを起動します。
2)ファイルを開きます。Alt、「ファイル」下1「開く」
ファイルが入っているフォルダを選択してファイルを開きます。
(例) kaeru.mid




関連用語
スクリーンリーダー
NVDA (Non-Visual Desktop Access)
オーストラリアのNPO法人 NV Accessが開発、無料で公開しているオープンソースのスクリーンリーダー。
日本語版はNVDA日本語チームが翻訳、日本語版独自機能開発、更新。
NVDAヘルプデスク版アドオン
NVDAは拡張性に優れたスクリーンリーダーであり、NVDAヘルプデスクで独自の拡張機能を追加したものです。
Wordの読み上げ強化や正式ライセンスでのProTALKER音声エンジンの追加などを行っています。

MIDI規格
MIDIはMusical Instrument Digital Interfaceの略で楽器間及び、楽器とコンピューター間の情報通信のためのデジタル規格です。
MIDI規格に準拠した楽器やコンピューター用のシーケンスソフトを組み合わせる事で、多彩な演奏表現が可能になります。
　
MIDIシーケンサー
QWS (Quick Windows Sequencer)
視覚障害当事者 James Bowdenさんが開発、無料で公開
NVDAヘルプデスクでソフトウェア、マニュアルドキュメントの日本語化を行い、公開中。
[bookmark: _GoBack]

